





































摂南大学看護学研究, Vol.1, No.1, 2013
が醸成できる授業科目の配置、チーム医療における他職種の役割や職能を理解できる授業科目を配置し、授
業内容にその意図を明文化した。例えば、「病院薬学演習」「臨床看護学演習Ⅰ」「臨床看護学演習Ⅱ」におい
て、電子カルテ読解やクリニカルパスについて薬学部との共同演習、薬剤師の基本的な業務の理解等を授業
内容とする科目を配置した。薬学部生と学びを共有し、お互いを理解しつつ、自らの専門性を発揮することで、
看護職者としてのチーム医療・コーディネーターの機能を理解し、その素養を育成することをめざした。
並行して実習病院確定、人材確保、文部科学省への申請書類の作成と総力で取りかかり、2011年５月に文
部科学省へ設置認可申請書提出、同年10月14日認可、2012年４月開学の運びとなった。
2011年10月14日には「看護学部開設記念シンポジウム」を開催し、医師で作家の海堂尊氏を招き、「カラダ
を知ろう、医療を知ろう」のテーマのもと基調講演をして頂いた。このシンポジウムを始め、学校説明会・
進学相談会等を精力的にこなしたが、反響の大きさに嬉しい悲鳴とともに、期待に応えることのできる学部
を目指すことの使命感を確認した。
最後に、看護学部開設の準備において、早い段階より就任予定となった教員に進捗状況の報告とともに、
意見聴取の機会を定期的に設けたことは、人間関係の構築ならびに開学時の円滑な運営に大きく寄与した。
さらに、理系である薬学部と同一のキャンパスであり、事務職員が理系ことに看護教育に対する造詣が深か
ったこと、薬学部教員に看護師養成校で非常勤の経験があることや、国家試験対策に長けていることなど、
看護学部設置に対しての認知度・理解度が高かったことが、学部の基礎を作り、維持・発展するための要と
なっている。開学後は、就任した教員がそれぞれに個性を生かしながら、結束して摂南大学看護学部の基礎
を築き、飛躍できるよう研鑚して頂くことを祈念する。
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